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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第72期

第１四半期
累計期間

第73期
第１四半期
累計期間

第72期

会計期間

自平成27年
　１月１日
至平成27年
　３月31日

自平成28年
　１月１日
至平成28年
　３月31日

自平成27年
　１月１日
至平成27年
　12月31日

売上高 （千円） 8,141,243 8,267,659 36,134,100

経常利益又は経常損失（△） （千円） △70,946 △109,567 929,230

四半期純損失（△）又は当期純利

益
（千円） △124,253 △160,324 341,067

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 1,741,625 1,741,625 1,741,625

発行済株式総数 （株） 7,033,000 7,033,000 7,033,000

純資産額 （千円） 3,619,236 3,854,599 4,053,442

総資産額 （千円） 13,359,106 13,167,701 13,790,658

１株当たり四半期純損失金額

（△）又は当期純利益金額
（円） △17.67 △22.80 48.49

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

１株当たり配当額 （円） － － 10.00

自己資本比率 （％） 27.1 29.3 29.4

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移について

　　　　　は記載しておりません。

　　　２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

　　　３．第72期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　　　　第72期第１四半期累計期間及び第73期第１四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期累計期間において、当社が営む事業の内容に重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

   　当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）経営成績の分析

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、基調としては緩やかな回復を続けているものの、年明け以降の

株価下落や円高傾向並びに日銀のマイナス金利導入による影響など、不透明な状況が続いております。

外食業界におきましても、消費マインドに力強さが欠ける状態の中、業種・業態を越えた企業間競争や人材の

確保など、依然として厳しい経営環境にあります。

このような状況の下、当社は「お客様の感動満足」を起点とした更なる会社の成長の実現に向け、より付加価

値の高い分野の業容拡大並びに構造変革など、当社事業の強みを活かした運営基盤の強化に取り組むとともに、食

に対する安心・安全の追求及びお客様に最高の商品・サービス・環境をご提供できる店づくりを心がけてまいりま

した。

当第１四半期累計期間における出店は、気軽に美味しい魚料理をリーズナブルに楽しめる海鮮居酒屋「魚

盛」、素材・油・衣にこだわる新業態「串揚げ いちまる」を出店するなど、ゴルフ場レストランを含め計６店舗

を新規に出店しました。また、既存の店舗をワインバール「ヴィッラ ビアンキ」に業態変更する一方で、５店舗

を閉店し、当第１四半期会計期間末の店舗数は261店舗（業務運営受託店舗６店除く）となりました。

当第１四半期累計期間における業績につきましては、売上面では「倶楽部ダイナック（顧客会員カード）」の

ポイント増量キャンペーンなどの販売促進活動により、売上高は8,267百万円（前年同期比1.6％増）となりまし

た。

利益面では、一部店舗の改修及び人件費関連やシステム関連費用の増加などの影響により、経常損失は109百万

円（前年同期は経常損失70百万円）、四半期純損失は160百万円（前年同期は四半期純損失124百万円）となりまし

た。

当該事業の形態別業績は以下のとおりです。

レストラン・バーの売上高は7,483百万円（前年同期比0.9％増）、売上総利益は805百万円（前年同期比1.0％

増）となりました。

ケータリングの売上高は214百万円（前年同期比9.6％増）、売上総利益は8百万円（前年同期比3.2％減）とな

りました。

その他の売上高は569百万円（前年同期比8.3％増）、売上総利益は87百万円（前年同期比7.8％増）となりまし

た。
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（２）財政状態の分析

当第１四半期会計期間末における総資産は13,167百万円となり、前事業年度末と比べ622百万円の減少となりま

した。その主な増減内容につきましては、以下のとおりです。

流動資産は、前事業年度末と比べ582百万円の減少となりました。これは主に現金及び預金が388百万円、売掛

金が241百万円それぞれ減少したことによるものです。

固定資産は、前事業年度末と比べ40百万円の減少となりました。これは主に建物が39百万円増加し、貸倒引当

金が89百万円減少（固定資産の増加）した一方で、破産更生債権等が89百万円（投資その他の資産「その他」）、

繰延税金資産（投資その他の資産「その他」）が82百万円それぞれ減少したことによるものです。

負債は、前事業年度末と比べ424百万円の減少となりました。これは主に借入金が1,308百万円増加する一方

で、買掛金が979百万円、未払費用が396百万円、未払法人税等が304百万円それぞれ減少したことによるもので

す。

純資産は、前事業年度末と比べ198百万円の減少となりました。これは主に利益剰余金が195百万円減少したこ

とによるものです。

この結果、自己資本比率は前事業年度末より0.1ポイント減少の29.3％となりました。

 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（４）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 24,000,000

計 24,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数(株）
（平成28年３月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成28年５月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 7,033,000 7,033,000
東京証券取引所

（市場第二部）
単元株式数100株

計 7,033,000 7,033,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

         該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

平成28年１月１日～

平成28年３月31日
－ 7,033,000 － 1,741,625 － 965,175

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成27年12月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

（平成28年３月31日現在）
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）(注)１ 普通株式　　　 200 － －

完全議決権株式（その他）   (注)２ 普通株式 7,031,900 70,319 －

単元未満株式               (注)３ 普通株式　　　 900 － １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 7,033,000 － －

総株主の議決権 － 70,319 －

（注）１．「完全議決権株式（自己株式等）」の欄は、全て当社保有の自己株式であります。

　　　２．「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が1,400株含まれております。

　　また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数14個が含まれております。

　　　３．「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式54株が含まれております。

 

②【自己株式等】

（平成28年３月31日現在）
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数(株)

他人名義所有
株式数(株)

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社ダイナック
東京都新宿区新宿一

丁目８番１号
200 － 200 0.00

計 － 200 － 200 0.00

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について
　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第

63号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間（平成28年１月１日から平成28

年３月31日まで）及び第１四半期累計期間（平成28年１月１日から平成28年３月31日まで）に係る四半期財務諸表

について有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

 　当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表は作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成27年12月31日)
当第１四半期会計期間
(平成28年３月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 598,392 210,016

売掛金 2,125,439 1,884,218

商品 63,706 44,556

原材料及び貯蔵品 224,486 200,473

その他 627,197 717,236

貸倒引当金 △16,000 △16,000

流動資産合計 3,623,223 3,040,502

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 3,792,003 3,831,720

その他（純額） 602,070 619,887

有形固定資産合計 4,394,073 4,451,607

無形固定資産 134,518 132,893

投資その他の資産   

敷金及び保証金 4,857,062 4,852,441

その他 1,085,207 903,741

貸倒引当金 △303,427 △213,484

投資その他の資産合計 5,638,842 5,542,698

固定資産合計 10,167,435 10,127,199

資産合計 13,790,658 13,167,701
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  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成27年12月31日)
当第１四半期会計期間
(平成28年３月31日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 2,581,986 1,602,441

短期借入金 172,500 2,225,500

1年内返済予定の長期借入金 855,000 155,000

未払法人税等 354,000 50,000

未払費用 2,245,712 1,849,344

賞与引当金 － 234,000

役員賞与引当金 16,450 6,875

資産除去債務 21,008 12,262

その他 980,885 731,251

流動負債合計 7,227,543 6,866,674

固定負債   

長期借入金 597,500 552,500

退職給付引当金 1,080,549 1,066,739

資産除去債務 772,669 768,234

その他 58,954 58,954

固定負債合計 2,509,673 2,446,427

負債合計 9,737,216 9,313,102

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,741,625 1,741,625

資本剰余金 965,175 965,175

利益剰余金 1,333,503 1,138,015

自己株式 △331 △331

株主資本合計 4,039,971 3,844,483

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 13,470 10,116

評価・換算差額等合計 13,470 10,116

純資産合計 4,053,442 3,854,599

負債純資産合計 13,790,658 13,167,701
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（２）【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期累計期間
(自　平成27年１月１日
　至　平成27年３月31日)

当第１四半期累計期間
(自　平成28年１月１日
　至　平成28年３月31日)

売上高 8,141,243 8,267,659

売上原価 7,254,631 7,366,745

売上総利益 886,611 900,913

販売費及び一般管理費 957,947 1,007,000

営業損失（△） △71,335 △106,086

営業外収益   

受取利息 353 206

受取補償金 5,480 －

その他 630 661

営業外収益合計 6,464 868

営業外費用   

支払利息 5,086 3,271

その他 988 1,078

営業外費用合計 6,075 4,349

経常損失（△） △70,946 △109,567

特別損失   

固定資産除却損 6,532 31,207

店舗等撤退損失 2,934 8,592

その他 398 －

特別損失合計 9,866 39,799

税引前四半期純損失（△） △80,812 △149,367

法人税、住民税及び事業税 47,326 23,652

法人税等調整額 △3,884 △12,695

法人税等合計 43,441 10,956

四半期純損失（△） △124,253 △160,324
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【注記事項】

（追加情報）

当第１四半期累計期間

（自　平成28年１月１日　至　平成28年３月31日）

「所得税法等の一部を改正する法律」（平成28年法律第15号）及び「地方税法等の一部を改正する等の法律（平

成28年法律第13号）」が平成28年３月31日に公布され、平成28年４月１日以後に開始する事業年度から法人税率等

の引き下げ等が行われることとなりました。これに伴い、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用する法定実

効税率は従来の32.1％から平成29年１月１日に開始する事業年度及び平成30年１月１日に開始する事業年度に解消

が見込まれる一時差異については30.7％に、平成31年１月１日に開始する事業年度以降に解消が見込まれる一時差

異については、30.5％となります。

この税率変更により、繰延税金資産の金額（繰延税金負債の金額を控除した金額）は27,933千円減少し、その他

有価証券評価差額金が232千円、法人税等調整額が28,166千円それぞれ増加しております。

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

 　　当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期

　　間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期累計期間

（自 平成27年１月１日
至 平成27年３月31日）

当第１四半期累計期間
（自 平成28年１月１日
至 平成28年３月31日）

減価償却費 172,132千円 174,098千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自　平成27年１月１日　至　平成27年３月31日）

１．配当に関する事項

配当金支払額

　　 （決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年３月24日

定時株主総会
普通株式 35,164 5.0  平成26年12月31日  平成27年３月25日 利益剰余金

 

２．株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自　平成28年１月１日　至　平成28年３月31日）

１．配当に関する事項

配当金支払額

　　 （決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年３月23日

定時株主総会
普通株式 35,163 5.0  平成27年12月31日  平成28年３月24日 利益剰余金

 

２．株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　　　　　当社は店舗及びケータリングなどによる飲食提供を主な事業としており、外食事業以外に事業の種類がないた

　　　　め、セグメント情報については記載を省略しております。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期累計期間

（自　平成27年１月１日
至　平成27年３月31日）

当第１四半期累計期間
（自　平成28年１月１日
至　平成28年３月31日）

　　１株当たり四半期純損失金額（△） △17円67銭 △22円80銭

（算定上の基礎）   

四半期純損失金額（△）（千円） △124,253 △160,324

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失金額（△）（千円） △124,253 △160,324

普通株式の期中平均株式数（株） 7,032,846 7,032,746

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式

　　　　が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 
 

平成28年５月６日
 

株式会社ダイナック
 

取締役会　御中
 
 
 

有限責任監査法人トーマツ
 

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 川﨑　洋文　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 平田　英之　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 菱本　恵子　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ダイ

ナックの平成28年１月１日から平成28年12月31日までの第73期事業年度の第１四半期会計期間（平成28年１月１日から平

成28年３月31日まで）及び第１四半期累計期間（平成28年１月１日から平成28年３月31日まで）に係る四半期財務諸表、

すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ダイナックの平成28年３月31日現在の財政状態及び同日をもって終了

する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな

かった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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